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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
０４２です。

会
員
募
集

　
◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　
第
１
・
第
３

月
曜
ま
た
は
水
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
他
、

１０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
円
、

会
費
月
２
７
１
０
円
他
。
初
級
か
ら
上
級
ま

で
学
べ
ま
す
。
つ
け
ペ
ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
。

詳
し
く
は
川
端
☎
４
７
５
・
８
４
５
５
へ
。

　
◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト（ 
花 ＊ 
花 ）

は
な 

は
な

　
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
３

時
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
会
費
月
１

５
０
０
円
他
。
初
心
者
歓
迎
。
体
験
可
。
詳

し
く
は
松
本
☎
０
９
０
・
５
３
２
１
・
０
３

９
９
へ
。

　
◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
南
町
小
ク
ラ
ブ
）　
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
と
土
曜
日
午
後

４
時
～
７
時
、
南
町
小
学
校
で
。
会
費
月
５

０
０
円
。
年
齢
不
問
。
楽
し
く
プ
レ
イ
し
ま

し
ょ
う
。
監
督
あ
り
。
詳
し
く
は
大
竹
☎
４

７
１
・
１
５
５
７
へ
。

　
◆
大
東
流
合
気
柔
術　
毎
週
日
曜
日
午
後

４
時
半
～
６
時
半
、
南
沢
会
館
（
多
聞
寺
入

口
）
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、
会
費
月
３

０
０
０
円
（
女
性
・
子
ど
も
は
１
０
０
０
円
）。

小
学
３
年
生
以
上
。
高
齢
者
歓
迎
。
詳
し
く

は
進
藤
☎
０
８
０
・
１
１
４
０
・
４
３
９
１

へ
。
　
◆
ヨ
ガ
（ 
Y
o
g
a   
a
r
y
a 
）　
月
曜・

ヨ
ー
ガ 

ア
ー
リ
ア

金
曜
・
土
曜
日
（
不
定
期
）
の
午
前　
時
～
１０

　
時
他
、
東
久
留
米
第
２
住
宅　
号
棟
集
会

１１

１２

所
（
大
門
町
二
丁
目
）
で
。
参
加
費
１
回
６

０
０
円
。
初
心
者
、
子
ど
も
連
れ
の
方
歓
迎
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は 
有 あり

 
光 
☎
４
１
０
・
０
２
７
６
へ
。

み
つ

　
◆
陶
芸（ 
東  
陶  
会 ）　
毎
週
火
曜
日
午
後
０

と
う と
う か
い

時　
分
～
３
時　
分
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

４０

４０

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
０
０

０
円
他
。
一
塊
の
粘
土
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
小
島

☎
４
７
７
・
５
３
１
０
へ
。

　
◆
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
す
み
れ　
毎
週
水
曜

日
正
午
～
午
後
４
時
半
、
東
久
留
米
中
央
町

二
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト
集
会
所
（
中
央
町
２

ノ
３
ノ
３
）
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
１
０
０
０
円
。
頭
と
指
を
使
っ
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
仲
間
を
待
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
吉
川
☎
０
８
０
・
３

３
８
６
・
１
１
２
０
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
長
野
県
人
会　
年
１
回
の

総
会
。
市
民
プ
ラ
ザ
ま
た
は
商
工
会
館
で
。

会
費
年
１
５
０
０
円
。
信
州
が
故
郷
の
方
、

興
味
が
あ
る
方
。
懇
親
会
、
物
産
販
売
、
日

帰
り
バ
ス
旅
行
。
詳
し
く
は
安
藤
☎
０
７

０
・
６
４
６
５
・
０
０
４
７
へ
。

　
◆
女
声
コ
ー
ラ
ス（
桑
の
実
コ
ー
ラ
ス
）　

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時
半
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
５
０
０
０
円
。
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は 
金  野 
☎
４
７
２
・
０
３
３
９
へ
。

こ
ん 
の

　
◆
水
彩
と
ア
ク
リ
ル
（
カ
ノ
ン
絵
画
ク
ラ

ブ
）　
第
１・第
３
金
曜
日
の
午
前　
時
～
正

１０

午
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
０
円
、
会
費
月
４
０
０
０
円
。
静
物
・
人

物
・
風
景
な
ど
を
描
き
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
横
田
☎
０
９
０
・
５
５
３
４
・
８

５
３
８
へ
。

　
◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
東
久
留
米
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
）　
毎
週
火
曜
日
午
後
３
時
～
６
時

他
、
南
町
運
動
広
場
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
年
８
０
０
０
円
。
年
齢
・
経
験
不

問
。
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に
、
和
気
あ
い

あ
い
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
前

原
☎
４
７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　
◆
ひ
が
し
く
る
め
手
打
ち
う
ど
ん
の
会　

６
月
９
日
（
土
）
が
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
、

　
日
（
日
）
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
、
時

２４間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
。
参
加
費
１

回
１
０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

江
森
☎
４
７
３
・
３
６
３
７
へ
。

　
◆
空
手
教
室（
公
式
ル
ー
ル
派
）　
月
曜
日

が
神
宝
小
学
校
、
火
曜
日
が
小
山
小
学
校
、

木
曜
日
が
第
一
小
学
校
、
金
曜
日
が
下
里
小

学
校
、
い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
７
時
半
他
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０
円

他
。
２
歳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
。
基
本
か
ら

無
理
な
く
指
導
。
詳
し
く
は 
依  
岡 
☎
０
９

よ
り 
お
か

０
・
３
２
２
３
・
９
４
６
７
へ
。

　
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
む
会

　
毎
週
水
曜
日
と
第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午

前
９
時　
分
～　
時
半
、
落
合
川
周
辺
で
。

４５

１１

参
加
費
１
回
５
０
０
円
、
レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル

代
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
J
N
W
A
公

認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
基
本
か
ら
指
導
。

詳
し
く
は
長
浜
☎
０
９
０
・
５
２
０
４
・
３

１
９
０
へ
。

　
◆
剣
道（
東
久
留
米
第
二
剣
友
会
）　
毎
週

土
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
、
日
曜
日
午
前　
１０

時
～
正
午
、
第
六
小
学
校
で
。
入
会
金
２
０

０
０
円
、
会
費
６
カ
月
で
６
０
０
０
円
。
幼

稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
指
導
。
見
学
・
体
験

可
。
詳
し
く
は 
眞
庭 
☎
４
７
６
・
１
５
５
４

ま
に
わ

へ
。
　
◆
合
唱（
東
京
多
摩
交
響
楽
団
）　
月
１
回
。

火
曜
日
午
後
１
時
～
５
時
他
、
小
金
井
宮
地

楽
器
ホ
ー
ル（
小
金
井
市
本
町
６
ノ　
ノ　
）

１４
４５

で
。
会
費
全　
回
で
１
万
４
０
０
０
円
。　

２２

１２

月
１
日
（
土
）
の
本
番
に
向
け
た
第
九
の
合

唱
団
員
全
パ
ー
ト
募
集
。
初
心
者
可
。
年
齢

不
問
。
詳
し
く
は 
金 ☎
０
９
０・３
９
１
９・

こ
ん

２
２
０
１
へ
。

　
◆
居
合
道
（ 
正  
剣  
會 ）　
毎
週
土
曜・日
曜

せ
い け
ん か
い

日
の
午
後
４
時
半
～
６
時
半
他
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
２
０
０
０
円
他
。　

歳
以
上
で
長
期
間
続

１８

け
ら
れ
る
方
。
初
心
者
・
女
性
歓
迎
。
詳
し

く
は 
蒲
池 
☎
４
２
７
・
５
７
１
７
へ
。

か
ば
ち

　
◆
脳
ト
レ
（
下
里
楽
習
会
）　
第
１・第
３

火
曜
日
の
午
前
９
時　
分
～　
時　
分
、
久

４５

１１
４５

留
米
下
里
住
宅　
号
棟
集
会
所
で
。
入
会
金

１６

５
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
円
、
テ
キ
ス
ト

代
２
冊
２
１
６
０
円
。
B
ま
た
は
２
B
の
鉛

筆
と
携
帯
電
話
を
持
参
。
詳
し
く
は
斎
藤
☎

０
８
０
・
４
９
１
５
・
５
５
８
２
へ
。

　
◆
登
山（
北
多
摩
山
岳
同
好
会
）　
月
１
回
。

木
曜
日
午
後
３
時　
分
～
５
時
半
、
例
会
が

５０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
活
動
が
東
京
近
郊
の

山
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０

０
円
他
。
年
齢
性
別
不
問
。
春
山
～
冬
山
。

縦
走
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
沢
登
り
を
楽
し
も
う
。

詳
し
く
は
川
端
☎
０
８
０
・
９
７
７
１
・
１

６
４
５
へ
。

　
◆
語
学（
ト
ラ
ジ
ャ
ン
E
S
S
）　
毎
週
金

曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
円
。
日
本
の
伝

統
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
テ
ー
マ

に
語
り
合
い
ま
す
。
上
級
。
詳
し
く
は
大
谷

☎
４
７
４
・
６
２
３
４
（
夜
間
）
へ
。　

催

し

　
◆
ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（ 
J
o 
ジ
ョ

 
y
f
u
l 　
 
C
h
o
i
r 
西
東
京
）　
６
月

イ
フ
ル 

ク
ワ
イ
ヤ

　
日
（
日
）
午
後
２
時
半
か
ら
、
保
谷
こ
も

２４れ
び
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
（
西
東
京
市
中
町
１

ノ
５
ノ
１
）
で
。
入
場
料
無
料
。
子
ど
も
の

入
場
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は 
腰  
越 
☎
０

こ
し 
ご
え

９
０
・
９
３
６
８
・
４
６
１
３
へ
。

　
◆
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ド
ゥ
ヴ
ァ
ン

セ・サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　
７
月　
日
（
土
）

２８

午
後
２
時
開
演（
１
時
半
開
場
）、生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。
曲
目

は「
歌
謡
曲
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
リ
ュ
ー
ト
の

た
め
の
古
風
な
舞
曲
と
ア
リ
ア
」
他
。
詳
し

く
は
亀
岡
☎
０
９
０
・
５
４
０
６
・
３
４
０

２
へ
。

　
◆ 
３  
B 体
操
の
つ
ど
い
（
公
益
社
団
法
人

さ
ん ビ
ー

日
本
３
B
体
操
協
会
東
京
東
支
部
）　
６
月

　
日
（
土
）
午
前　
時
～　
時
半
、
成
美
教

２３

１０

１１

育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費

無
料
。
誰
で
も
楽
し
め
る
３
B
体
操
。
発

表
・
ゲ
ー
ム
な
ど
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
橋
本
☎
０
９
０
・
６
１
８

８
・
２
４
０
６
へ
。

　
◆
東
久
留
米
う
た
う
会
例
会　
６
月
３
日

（
日
）
午
後
２
時
～
４
時　
分
、
東
部
地
域

１５

セ
ン
タ
ー
講
習
室
で
。
参
加
費
３
０
０
円
。

茶
菓
あ
り
。
懐
か
し
の
歌
、
新
し
い
歌
を
リ

ク
エ
ス
ト
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
湯

田
☎
４
７
４
・
７
９
９
２
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
サ
ン
フ
ラ

ワ
ー
ダ
ン
ス
）　
６
月　
日（
日
）午
後
１
時

１７

半
～
４
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。
参
加

費
３
０
０
円
。
生
き
生
き
と
健
や
か
に
。
フ

リ
ー
ダ
ン
ス
、
ミ
キ
シ
ン
グ
、
ト
ラ
イ
ア
ル
。

飲
み
物
・
お
菓
子
あ
り
。
詳
し
く
は
馬
場
☎

０
９
０
・
９
８
５
２
・
１
１
０
２
へ
。

　
◆
第　
回
パ
ス
テ
ル
絵
画
展
（
パ
ス
テ
ル

１６

絵
画
ク
ラ
ブ
）　
６
月　
日
（
土
）
～　
日

１６

２０

（
水
）
の
午
前　
時
半
～
午
後
５
時
半
、
ス

１０

ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入

場
料
無
料
。
詳
し
く
は
山
本
☎
４
７
１
・
１

０
６
１
へ
。

　
◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
と
ウ
ク
レ
レ
の
夕
べ
（
ホ

ノ
ル
ル
ウ
ク
レ
レ
ク
ラ
ブ
）　
６
月　

日
３０

（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
、
市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば
で
。
入
場
料
１
５
０
０
円
。
出
演

は
岩
倉
忠
氏
他
。
事
前
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
チ

ケ
ッ
ト
を
頒
布
。
詳
し
く
は
前
田
☎
０
９

０
・
７
７
３
４
・
０
３
８
５
へ
。

　
◆
英
語
と
日
本
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン「
お
も
て
な
し
は
言
葉
か
ら
」（
東
久
留
米

英
会
話
サ
ー
ク
ル
連
盟
）　
そ
の
１
が
６
月

５
日
（
火
）
午
前　
時
～　
時
半
「
外
国
人

１０

１１

と
の
お
付
き
合
い
に
欠
か
せ
な
い
『
お
も
い

や
り
』コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
」、そ
の

２
が
７
日
（
木
）
午
前　
時
～　
時
半
「『
お

１０

１１

も
て
な
し
』
す
る
こ
と
は
楽
し
い
経
験
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
」、
そ
の

３
が
８
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時
半
「
日

本
人
の
ほ
ほ
笑
み
が
伝
え
る
も
の
。
ア
イ
コ

ン
タ
ク
ト
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
大
切
」、
い

ず
れ
も
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無

料
。
詳
し
く
は
大
谷
☎
４
７
４
・
６
２
３
４

（
夜
間
）
へ
。

ビ
ー
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
に
は
動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
へ
の
投
稿
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
作
成
な
ど
に
係
る
費

用
は
自
己
負
担
で
す
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.ci

ty.higashikurume.lg.jp/100733
7/index.html

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
優
秀
作
品
は
プ
レ
ミ
ア
ム
、
ス

　
東
久
留
米
市
地
域
産
業
推
進
協

議
会
の
主
催
で
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
、
サ
ー
ク
ル

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
、
人
、

お
店
の
サ
ー
ビ
ス
・
技
術
、
職
場

の
取
り
組
み
な
ど
、
市
内
の
魅
力

を　

秒
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

７０

タ
ン
ダ
ー
ド
、
ラ
イ
ト
の
各
ラ
ン

ク
を
付
け
て
表
彰
し
ま
す
。

　
【
応
募
期
限
】７
月　
日（
火
）正

３１

午
ま
で

　
詳
し
く
は
同
協
議
会
事
務
局

（
産
業
政
策
課
）
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

に
競
技
会
場
な
ど
で
活
動
す
る
も

の
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
【
開
催
日
】
８
月
７
日
（
火
）
午

後
１
時
～
４
時
半

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
　
【
講
座
内
容
】お
も
て
な
し
講
座

＝
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
、
外

国
人
に
対
す
る「
お
も
て
な
し
」の

心
を
身
に
付
け
る
た
め
の
映
像
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
た
学
習

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の　
歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

１５
で
、
積
極
的
に
活
動
す
る
意
欲
の

あ
る
方
、
お
お
む
ね
実
用
英
語
技

能
検
定
２
級
以
上
ま
た
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
５
０
０
点
以
上
に
相
当
す
る

語
学
力
を
お
持
ち
の
方
、
英
語
に

よ
る
簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る

方
　
【
定
員
】　

人　
６０

　
【
受
講
料
】無
料（
交
通
費
な
ど

の
諸
雑
費
は
自
己
負
担
）

　
【
ご
注
意
】語
学
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
市
と
都
が
共
催
で
、
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
、

外
国
人
観
光
客
な
ど
が
安
心
し
て

滞
在
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め

「
外
国
人
お
も
て
な
し
語
学
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
育
成
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、

街
中
で
困
っ
て
い
る
外
国
人
を
見

か
け
た
際
な
ど
に
、
簡
単
な
外
国

語
（
英
語
）
で
積
極
的
に
声
を
掛

け
、
道
案
内
な
ど
の
手
助
け
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
受
講
修

了
後
は
都
の
「
外
国
人
お
も
て
な

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
登
録

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
大
会
期
間
中

▼
申
込
時
の
個
人
情
報
は
都
に
提

出
し
ま
す
▼
未
成
年
者
は
保
護
者

の
了
承
を
得
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
▼
都
主
催
講
座
と
区
市
町

村
・
企
業
な
ど
と
の
連
携
講
座
は
、

す
べ
て
同
一
の
内
容
で
す
。
主
催

者
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
１
度
受

講
し
た
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん

　
申
し
込
み
は
７
月
２
日
（
月
）

午
前
８
時
半
～
７
月
６
日
（
金
）

午
後
５
時
に（
必
着
）、任
意
の
用

紙
に
、
住
所・氏
名
（
ふ
り
が
な・

ロ
ー
マ
字
）・
年
齢
・
性
別
・
職
業

（
在
勤
・
在
学
の
方
は
そ
の
所
在

地
も
）・
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
生
活
文

化
課
市
民
協
働
係
宛
て
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
２
・
１
１
３

１
）
で
送
信
を
。
募
集
開
始
前
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
終
了
後
、
１
～
２
週

間
以
内
に
運
営
業
務
受
託
事
業
者

か
ら
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・ 

 
薫  
製 
調
理
時
の
火
災
に

く
ん 
せ
い

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　
年
～　
年
に
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

２５

２９

ー
や
薫
製
調
理
に
起
因
す
る
火
災

は　
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
月
別

４０
に
見
る
と
、
５
月
と
８
月
が
７
件

で
最
も
多
く
、
大
型
連
休
や
夏
休

み
が
あ
る
時
期
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因

は
、
使
用
者
の
取
り
扱
い
の
不
注

意
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
出
火
箇
所
は
「
ベ
ラ
ン
ダ
」　
１２

件
（　
％
）
が
最
も
多
く
、
３
割

３０

を
占
め
ま
す
。
次
い
で
住
宅
の
庭

先
な
ど
の
「
敷
地
内
」、「
台
所
、

調
理
場
」
が
各
５
件
（　
・５
％
）

１２

な
ど
で
す
。
調
理
別
に
み
る
と
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
「
河
川
敷
」

が
４
件
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
敷
地
内
」「
公
園
」が
各
３
件
で

す
。
薫
製
で
は
「
ベ
ラ
ン
ダ
」
が

　
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
敷

１０地
内
」
が
５
件
で
す
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・ 

薫
製
調
理
時
の 

火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　
火
を
付
け
た
ま
ま
の
炭
や
薫
製

器
か
ら
離
れ
た
り
、
外
出
を
し
な

い
▼
炭
や
薫
製
器
の
周
囲
に
は
可

燃
物
や
引
火
物
を
置
い
た
り
、
近

づ
け
な
い
▼
炭
を
消
火
す
る
際
は

「
火
消
し
つ
ぼ
」
を
使
用
す
る
か
、

バ
ケ
ツ
な
ど
に
入
れ
た
水
に
浸
し
、

内
部
の
火
種
ま
で
消
火
す
る
▼
簡

易
型
ガ
ス
こ
ん
ろ
全
体
を
覆
う
よ

う
な
薫
製
器
は
使
わ
な
い
▼
市
販

の
薫
製
器
や
薫
製
用
の
チ
ッ
プ
を

使
用
す
る
際
は
取
扱
説
明
書
を
熟

読
す
る
▼
火
を
付
け
た
後
に
着
火

剤
を
継
ぎ
足
さ
な
い

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
１
）
へ
。

i

k

j

l
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「
顔
が
見
え
る
」地
場

産
野
菜
が
勢
ぞ
ろ
い 

週
１
回
の
に
ぎ
わ
い
火
曜
市

　
毎
週
火
曜
日
に
、
東
本
町
で

「
火
曜
市
」
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
東
久
留
米
駅
の
東
側
で
農
業

を
営
ん
で
い
る
５
軒
の
農
家
に

よ
っ
て
発
足
し
、　

年
以
上
も

２０

続
い
て
い
る
直
売
会
で
す
。

　
売
り
場
は
、
途
切
れ
る
こ
と

な
く
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
農
家

の
皆
さ
ん
の
明
る
い
笑
顔
と
相

ま
っ
て
、
大
変
に
ぎ
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。

　
火
曜
市
会
会
長
の
貫
井
健
一

氏
は
「
何
人
か
で
同
じ
野
菜
を

作
っ
て
い
る
場
合
は
、
作
付
け

時
期
を
ず
ら
し
て
育
て
る
こ
と

で
長
期
間
、
店
に
並
ぶ
よ
う
に

し
た
り
、
他
の
人
が
作
っ
て
い

な
い
野
菜
を
意
識
し
て
出
し
た

り
も
し
ま
す
。
定
番
の
物
か
ら

珍
し
い
野
菜
ま
で
、
品
ぞ
ろ
え

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
若
い

方
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
常
連

さ
ん
も
初
め
て
の
方
も
、
気
軽

に
の
ぞ
い
て
く
れ
る
の
で
嬉
し

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
　
売
り
場
に
は
野
菜
だ
け
で
な

く
、
貫
井
会
長
の
知
り
合
い
が

育
て
た
色
鮮
や
か
な
鉢
花
も
あ

り
、
通
り
を
行
き
交
う
人
の
目

を
引
い
て
い
ま
し
た
。
卒
業
論

文
の
た
め
に
学
生
が
取
材
に
来

た
と
き
は
、
皆
さ
ん
で
喜
ん
で

受
け
入
れ
た
そ
う
で
す
。

　
直
売
所
は
農
家
の
皆
さ
ん
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
と
交
流

を
深
め
る
場
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
【
日
時
】毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
～
４
時
ご
ろ

（
夏
期
は
３
時
～
６
時

ご
ろ
）

　
【
会
場
】東
本
町　
番
１２

先
（
門
前
十
字
路
北
側
、

衣
料
品
店
向
か
い
）

　
詳
し
く
は
産
業
政
策

課
☎
４
７
０
・
７
７
４

３
へ
。

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
２
カ
所
増

え
ま
し
た
。
誰
で
も
簡
単
に
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
【
利
用
可
能
場
所
】東
久
留
米
駅

富
士
見
テ
ラ
ス
▼
西
部
・
南
部
・

東
部
の
各
地
域
セ
ン
タ
ー
▼
協
力

店
舗
＝Konhair&makeatelier

（
前
沢
４
ノ　
ノ
１
、
第
２
榎
本

３２

ビ
ル
１
０
３
号
）
▼HAIR

SAL
ON
laGlycine

（
新
川
町
１
ノ
４

ノ　
、
セ
ザ
ー
ル
東
久
留
米
駅
前

２３
１
１
１
号
）

　
※
同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
場

　
市
で
は
、
市
内
観
光
の
出
発
地

点
と
な
る
東
久
留
米
駅
前
の
観
光

環
境
・
利
便
性
の
向
上
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
手
段
の
一
助
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
富
士
見

テ
ラ
ス
」
周
辺
や
各
地
域
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
か
ら
、

利
用
料
・
通
信
料
が
無
料
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
「Higashi

ひ
が
し

kurumeFreeW
i-Fi

」を
提
供
し

く
る
め 

フ
リ
ー 
ワ
イ
フ
ァ
イ

て
い
ま
す
。
３
月
か
ら
、
市
内
２

事
業
者
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

所
に
は
下
図
の

よ
う
な
マ
ー
ク

を
表
示
し
て
い

ま
す
。

　
【
利
用
方
法
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
Ｗ

ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
有

効
に
し
て
、
Ｓ

Ｓ
Ｉ
Ｄ
を
選
択
す
る
と
、
１
回
に

つ
き　
分
ま
で
１
日
何
回
で
も
利

６０

用
で
き
ま
す
。
利
用
に
は
電
子

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
入
力
が

必
要
で
す

　
協
力
店
舗
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
産
業
政
策
課
振
興
企
画
係

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

（
３
８
２
丱
丿
×
２
７
１
丱
丿
）

　
【
ご
注
意
】作
品
の
裏
面
右
下
に

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
作
品

は
原
則
と
し
て

返
却
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
優
秀
作

品
は
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど

に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合

　
き
れ
い
な
政
治
、
明
る
い
選
挙

を
進
め
る
た
め
、
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
内
容
】投
票
参
加
な
ど
、選
挙

へ
の
関
心
を
持
つ
よ
う
訴
え
る
も

の
、
明
る
い
選
挙
の
実
現
を
呼
び

掛
け
る
も
の

　
【
応
募
資
格
】
小
学
～
高
校
生

　
【
画
材
と
大
き
さ
】描
画
材
料
は

自
由
（
紙
や
布
な
ど
、
絵
の
具
材

料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）。
大
き

さ
は
画
用
紙
の
四
つ
切
（
５
４
２

丱
丿
×
３
８
２
丱
丿
）、
八
つ
切

が
あ
り
ま
す

　
応
募
は
９
月
５
日
（
水
）
ま
で

に
、
市
内
の
学
校
に
在
学
の
方
は

各
学
校
へ
、
そ
の
他
の
方
は
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
☎
４
７

０
・
７
７
９
０
へ
。

▲暴走族追放強化期間
啓発ポスター

　
東
久
留
米
市
市
民
環
境
会
議
水

と
み
ど
り
部
会
で
は
、
市
内
に
あ

る
貴
重
な
資
源
を
広
く
市
民
に
周

知
す
る
こ
と
で
、
保
全
に
当
た
っ

て
の
啓
発
を
進
め
、
地
域
と
一
体

↑
№
５　
樹
種
＝
イ
ヌ
シ
デ
▼
場

所
＝
八
幡
神
社
境
内
▼
選
定
理
由

＝
金
毘
羅
宮
の
前
に
そ
び
え
立
つ
。

市
の
保
存
樹
木
で
も
あ
る

↑
№
６　
樹
種
＝
イ
ヌ
ツ
ゲ
▼
場

所
＝
東
久
留
米
自
動
車
教
習
所
▼

選
定
理
由
＝
同
教
習
所
内
の
樹
木

は
、
い
つ
も
き
れ
い
に 
剪  
定 
さ
れ

せ
ん て
い

て
い
て
楽
し
い
木
が
た
く
さ
ん
あ

る

↑
№
７　
樹
種
＝
イ
ヌ
マ
キ
▼
場

所
＝
西
口
中
央
公
園
北
側
の
民
家

▼
選
定
理
由
＝
見
事
に
仕
立
て
ら

れ
た
木
。
成
長
が
遅
く
良
い
樹
形

を
長
く
保
つ

↑
№
８　
樹
種
＝
ウ
メ
▼
場
所
＝

市
役
所
１
階
屋
外
広
場
▼
選
定
理

由
＝
姉
妹
都
市
提
携　
周
年
の
記

１０

念
樹
と
し
て
当
時
の
榛
名
町
（
現

在
は
高
崎
市
榛
名
地
域
）
か
ら
贈

ら
れ
た
。
毎
年
多
く
の
花
を
咲
か

せ
る

と
な
っ
た
保
全
体
制
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
公
募
に

よ
る
「
東
久
留
米
の
名
木
百
選
」

を
選
定
し
ま
し
た
。
選
定
さ
れ
た

１
０
０
本
の
名
木
は
、
広
報
紙
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
番
に
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
都
で
は
、
受
験
生
（
中
学
３
年

生
・
高
校
３
年
生
）
を
持
つ
生
計

中
心
者
に
対
し
、
学
習
塾
な
ど
の

費
用
や
受
験
費
用
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。
条
件
に
よ
り

返
済
も
免
除
に
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
は
所
得
が
一
定
以
下
の
世
帯

の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
【
事
業
の
内
容
】
中
学
３
年
生
、

高
校
３
年
生
お
よ
び
高
校
・
大
学

な
ど
の
中
途
退
学
者
、
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
者
、
定

時
制
高
校
４
年
生
、
浪
人
生
な
ど

（
４
月
１
日
時
点
で　
歳
未
満
で

２０

あ
る
こ
と
）
が
高
校
・
大
学
・
専

門
学
校
な
ど
に
入
学
す
る
た
め
の

受
験
料
と
学
習
塾
な
ど
の
費
用
を

貸
し
付
け
ま
す

　
【
貸
付
金
額
】受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０
円
、

高
校
３
年
生
な
ど
が
８
万
円
▼
学

習
塾
等
貸
付
金
＝　
万
円

２０

　
※
い
ず
れ
も
上
限
額
。

　
【
利
用
で
き
る
方
】次
の
①
～
⑦

す
べ
て
を
満
た
す
方
。

①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に
居

住
し
て
い
る

②　
歳
以
上
の
生
計
中
心
者

２０
③
世
帯
収
入
（
父
母
等
養
育
者
）

の
総
収
入
ま
た
は
総
所
得
を
合
算

し
た
金
額
が
一
定
の
基
準
以
下
で

あ
る
こ
と
（
世
帯
人
数
〈
父
母
等

養
育
者
お
よ
び
就
労
前
の
子
ど

も
〉
の
合
計
が
４
人
の
場
合
、
給

与
収
入
〈
年
間
〉
一
般
３
８
６
万

４
０
０
０
円
・
ひ
と
り
親
４
４
１

万
５
０
０
０
円
）。
家
賃
控
除
が

で
き
る
場
合
あ
り

④
預
貯
金
な
ど
の
保
有
資
産
が
６

０
０
万
円
以
下

⑤
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な

い
（
現
在
居
住
し
て
い
る
場
所
お

よ
び
不
動
産
所
得
を
得
て
い
な
い

土
地
・
建
物
を
除
く
。
た
だ
し
、

不
動
産
所
得
が
あ
っ
て
も
状
況
に

よ
り
対
象
と
な
る
場
合
あ
り
）

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い

⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

３
年
法
律
第　
号
）
第
２
条
第
６

７７

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

　
※
こ
の
他
、
原
則
、
連
帯
保
証

人
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
は　

年
２
月　

日

３１

１５

（
金
）ま
で
に
、福
祉
総
務
課（
市

役
所
１
階
）
へ
。

　
※
申
請
書
は　

年
２
月
８
日

３１

（
金
）
ま
で
に
同
課
へ
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
９
へ
。

　
こ
の
運
動
は
、
暴
走
族
に
よ
る

各
種
不
法
事
案
を
未
然
に
防
止
し
、

併
せ
て
二
輪
車
な

ど
に
よ
る
交
通
事

故
防
止
お
よ
び
青

少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
都
、

警
視
庁
、
市
区
町

村
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
暴
走
族
を

許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
と
、
暴
走

族
に
対
す
る
総
合
的
な
対
策
を
、

地
域
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
、「
暴
走
行
為
」の
危

険
性
・
迷
惑
性
に
つ
い
て
子
ど
も

に
教
え
る
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
や
無
謀
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
命
の
大

切
さ
や
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の

責
任
な
ど
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

普
段
か
ら
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
非
行
や
い
じ
め
、
犯

罪
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
て
困
っ
た

ら
、
警
視
庁
ヤ
ン
グ・テ
レ
ホ
ン・

コ
ー
ナ
ー
☎
０
３
・
３
５
８
０
・

４
９
７
０
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
道
路
計
画
課
道
路
交

通
計
画
係
☎
４
７
０
・
７
７
６
８

へ
。

　
家
庭
や
職
場
で
身
近
に
使
わ
れ

て
い
る
危
険
物
の
取
り
扱
い
方
法

や
危
険
性
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
危
険
物
と
は

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
と
い
っ
た
燃

料
類
の
ほ
か
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

や
殺
虫
ス
プ
レ
ー
、
マ
ニ
キ
ュ
ア

や
除
光
液
な
ど
の
化
粧
品
、
高
濃

度
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
な
ど
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
多
く
の

危
険
物
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
製
品
は
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ

の
取
り
扱
い
方
法
を
誤
る
と
思
わ

ぬ
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
製
品

に
記
載
さ
れ
た
注
意
書
き
を
よ
く

読
み
、
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
内
で
危
険
物
の 

事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

　
危
険
物
は
子
ど
も
の
手
の
届
か

な
い
場
所
に
置
く
▼
ふ
た
は
確
実

に
閉
め
る
▼
高
温
に
な
る
場
所
に

置
か
な
い
▼
使
用
中
は
火
気
厳
禁

セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン 

ス
タ
ン
ド
を
安
全
に 

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
給
油
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停

止
▼
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
に
触
れ
、

静
電
気
を
確
実
に
除
去
▼
オ
ー
ト

ス
ト
ッ
プ
（
満
量
停
止
装
置
）
が

作
動
し
た
後
の
注
ぎ
足
し
給
油
を

し
な
い

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
（
内
線
５
２
１
）
へ
。

し
込
み
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
所
得
制
限
な
ど
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
・
場

所
】
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
６
月

４
日
（
月
）
～　
日
（
火
）
に
、

１２

　
「
抽
せ
ん
募
集
タ
イ
プ
」の
都
民

住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通
り
募
集

し
ま
す
。
都
民
住
宅
は
都
営
住
宅

と
は
異
な
る
中
堅
所
得
者
向
け
の

賃
貸
住
宅
で
、
仲
介
手
数
料
・
礼

金
・
更
新
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
申
し
込
み
資
格
】単
身
者
の
申

都
市
計
画
課（
市
役
所
５
階
）、都

庁
案
内
所
、
都
内
各
市
区
役
所
・

町
村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
、
同

公
社
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。

な
お
、
６
月
４
日
（
月
）
午
前
９

時
～　
日
（
火
）
午
後
６
時
に
、

１２

同
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.to-kousya.or.jp/

）
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す

　
申
し
込
み
は
６
月　
日
（
木
）

１４

ま
で
に（
必
着
）、募
集
案
内
に
同

封
の
申
込
書
・
封
筒
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
同
公
社
へ
。

　
ま
た
、
抽
選
募
集
を
行
う
住
宅

以
外
の
空
き
家
の
あ
る
住
宅
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は

「
Ｊ
Ｋ
Ｋ
ね
っ
と
」
で
検
索
を
。

　
詳
し
く
は
同
募
集
セ
ン
タ
ー
☎

０
３
・
３
４
９
８
・
８
８
９
４
へ
。

貸
付
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

外
国
人
お
も
て
な

外
国
人
お
も
て
な
しし

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
アア

育
成
講
座
（
８
月
）
を
開
催
し
ま
す

「
暴
走
族
の
追
放
は
、ま
ず
家
庭
か
ら
・

　
そ
し
て
地
域
か
ら
」

６
月
１
日
（
金
）
～　

日
（
土
）
は

３０

　

年
東
京
都
暴
走
族
追
放
強
化
期
間

３０東
久
留
米
消
防
署
か
ら

東
久
留
米
消
防
署
か
ら
ののお

知
ら

お
知
ら
せせ

６
月
３
日（
日
）～
９
日（
土
）は

危
険
物
安
全
週
間
で
す

　

年
度
東
京
消
防
庁
危
険
物
安
全
標
語

３０「
知
っ
て
お
こ
う　
く
ら
し
の
中
の　
危
険
物
」

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ（ 
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ 
）

ワ
イ
フ
ァ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

都
民
住

都
民
住
宅宅（
東
京
都
施
行
型

（
東
京
都
施
行
型
））のの

入
居
者
を
募
集
し
ま

入
居
者
を
募
集
し
ま
すす

は
し
☆
チ
ョ

は
し
☆
チ
ョ
ココ

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
トト

～
あ
な
た
の
東
久
留
米
L
i
f
e
自
慢
～

「　

年
度

３０東
京
都
明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」の

作
品
を
募
集
し
ま
す

東久留米の名東久留米の名木木
百選紹百選紹介介
№５～№№５～№８８

▲

火
曜
市
の
様
子


